
　　平成３０年６月５日（火）午後２時　玉名市民会館　会議室

１．本日の出席委員は、次のとおりである。

１番  永田　知博 ２番　鶴田　克士 ３番  清田　順次 ５番　赤松　繁之

６番　横手　良弘 ７番　井上　清晴 ８番　松本　恒幸 ９番　荒木　享二

10番　竹下　宏介 11番　浦谷　幸司 12番　志水　武保 13番　森川　正志

14番　下川　安 15番  平野　忠臣 16番  野澤　博幸 17番　髙根　政明

18番　取本　一則 19番  中嶋　昭二 20番　斎藤　潔公 21番  田上　一

22番  小山久仁江 23番　中島　浩輔 24番　德井　勝美 25番　田上　敏正

26番  髙田  優子 27番　寺井　廣喜 28番　宇佐　勝則 29番　今上　公男

30番　平本　博 31番　永田　眞一 32番  出口  京子 33番　井本　義和

34番  尾池　秀實 35番　中村　亘 36番  丸山　陽治 37番　堀田　昌子

38番　村端　一弘

４番　西畠めぐみ

１．傍聴者数は、次のとおりである。

   ０ 名  

１．説明のために出席した職員は、次のとおりである。

次長　小山　博 係長　竹森　明徳

参事　松倉　司 主査　渡邉　布由紀 主任　大原　三和

１．議事参与が制限された委員数は、次のとおりである。

   ０ 名

議　題

第３０号 農地法第３条の規定による許可申請について

第３１号 事業計画変更承認申請について（５条許可後）

第３２号 農地の転用許可申請について（４条許可分）

第３３号 農地の転用許可申請について（５条許可分）

第３４号 農用地利用集積計画の決定について

報　告

第１７号 農地の賃貸借及び使用貸借解約通知書について（１８条）

第１８号 農地の形状変更届について

平成３０年第６回玉名市農業委員会総会議事録

１．本日の欠席委員は、次のとおりである。
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１．開 会 

○事務局次長（小山 博君） それでは、定刻になりました。皆さん、こんにちは。 

 今日は、昨日開会しました６月議会対応のほうに農業委員会事務局長がその対応

で出向いておりますので、私、事務局次長が今日代わりまして事務局説明等、対応

させていただきますので、よろしくお願いします。 

 それでは、定刻となりましたので始めさせていただきます。 

 本日は委員総数３８名のうち、４番、西畠委員から欠席の届けがあっております

ので、３７名の御出席でございます。 

 玉名市農業委員会会議規則第６条の規定により会議は成立しておりますので、た

だいまから平成３０年第６回玉名市農業委員会総会を開会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

２．会長挨拶 

○事務局次長（小山 博君） まず、永田会長より御挨拶をいただきまして、引き続き

会議規則第４条の規定により議長をお願いし、議事の進行をお願いいたします。 

○会長（永田知博君） 皆様、こんにちは。きょうは相当雨が降りだしまして、本格的

な梅雨の入りかと思われております。このような足元の悪いなかにお集まりいただ

きまして、本当にありがとうございます。先日、３０、３１、１日と全国農業委員

会会長会議が東京で行われましたけども、その後事務局長との研修なども組まれて

おりまして、県下から局長含めまして８０名弱参加いたしました。東京のほうでい

ろいろと会議を重ねてまいりました。また、いろいろ勉強してきたことを皆さんに

お知らせしてつないでいきたいと思いますけども、今日はこのあと議案が山積して

おりますのでこのぐらいにしておきますけれども、どうぞまたいろいろとよろしく

お願いしたいと思います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

３．議事録署名委員指名 

○議長（永田知博君） それでは、早速でございますけれども、議事に入りたいと思い

ます。 

本日の議案は、議第３０号より議第３４号までの１６６件と報告第１７号より

１８号までの２７件が提案されております。慎重なる御審議よろしくお願いを申し

上げます。 

また、本日の議事録の署名委員は、３６番、丸山委員と３７番、堀田委員にお

願いをいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．議 事 
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○議長（永田知博君） それでは、議第３０号、農地法第３条、農地の所有権移転及び

使用収益権設定許可申請についてを議題といたします。 

 事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局次長（小山 博君） それでは、議案１ページをお願いいたします。 

議第３０号、農地法第３条の規定による許可申請について。農地法第３条第１

項の規定による下記農地の所有権移転及び使用収益権設定許可申請について許可

するものとする。平成３０年６月５日提出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

１番、山田と中の申請人で、石貫の畑６３３㎡外３筆、計２,５１６㎡を相手方

の要望と経営拡張により売買により所有権移転するものです。 

２番、滑石の申請人で、滑石の田７０１㎡を贈与により所有権移転するもので

す。 

 ３番、滑石と大浜町の申請人で、滑石の畑３９５㎡外２筆、計１,６２３㎡を相

手方の要望と経営拡張により賃貸借権を結ぶものです。 

 ２ページをお願いいたします。 

 ４番、滑石と大浜町の申請人で、滑石の田３１４㎡を相手方の要望と経営拡張に

より賃貸借権を結ぶものです。 

５番、長崎県壱岐市と大浜町の申請人で、大浜町の田２,０１３㎡外７筆、計１

７,５１２㎡を債務整理と経営拡張により売買するものです。 

 ６番、伊倉の申請人で、伊倉の畑２,６６９㎡外４筆、計６,１６８㎡を相手方の

要望と規模拡大により使用貸借権を結ぶものです。 

 ７番、滑石と田崎の申請人で、伊倉の田１,７１０㎡を相手方の要望と経営拡張

により売買するものです。 

 ３ページをお願いします。 

８番、築地と山部田の申請人で、玉名の田３７３㎡外１筆、計１,０３５㎡を労

力不足と経営拡張により売買するものです。 

９番、天水町と岱明町の申請人で、天水町の畑５８３㎡外３筆、計３,６４８㎡

を労力不足と経営拡張により売買するものです。 

 １０番、岱明町の申請人で、岱明町の田１,９１４㎡を相手方の要望と規模拡大

により売買するものです。 

 １１番、横島町の申請人で、横島町の田５６１㎡を農業廃止と隣接地取得により

売買するものです。 

 １２番、横島町と熊本市の申請人で、横島町の田２,４０６㎡外３筆、計９,２０

２㎡を労力不足と経営拡張により売買するものです。 

 ４ページをお願いいたします。 
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 １３番、天水町の申請人で、天水町の畑２０１㎡外１筆、計７０４㎡を子へ贈与

するものです。 

 １４番、天水町の申請人で、天水町の畑５８５㎡外１筆、計１,１７０㎡を孫へ

贈与するものです。 

 １５番、荒尾市と天水町の申請人で、天水町の畑８７０㎡を相手方の要望と経営

拡張により売買するものです。 

 以上１５件、合計４９,６４８㎡につきまして、農地法第３条第２項、各号の禁

止規定から申請内容を審査し、取得後の全ての農地を利用すること、機械、労働力、

技術、地域との関係も問題がないこと、下限面積要件も超えていることから、許可

要件の全てを満たしているものと判断し、御提案しております。 

よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございます。 

事務局の説明が終わりました。 

受付番号１番より順次担当委員の説明をお願いいたします。 

１番、どうぞ。 

○３番（清田順次君） はい、１番の案件について御説明を申し上げます。３番、清田

でございます。 

譲渡人は相手方の要望というふうなことでございます。譲受人は経営拡張とい

うふうなことで、柑橘類の作付けを計画ということで、下限面積・農機具等、何ら

問題もないというふうなことで、許可相当でございます。 

以上です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

それでは、２番、どうぞ。 

○７番（井上清晴君） ７番、井上です。 

 譲渡人と譲受人は他人でありまして、譲渡人は高齢で９４歳ということで、息子

さんは遠方にいて、誰かに贈与したいということで、ようやく譲受人が見つかって

贈与になったわけであります。下限面積も満たしておりますので、許可相当と思い

ます。 

 以上です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 今、説明中でございますので、私語はお慎みください。よろしくお願いいたしま

す。 

それでは、３番、どうぞ。 

○９番（荒木享二君） ９番、荒木です。３番の件について説明します。 
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 貸人は相手方の要望と、借人は経営拡張のためで、何ら問題ないと思います。 

 ４番も続けて説明させていただきます。 

 ４番も３番の件と同じで、相手方の要望と経営拡張のためで、何ら問題ないと思

います。 

 次、５番も続けて説明させていただきます。 

 ５番は、譲渡人は債務整理で、譲受人は経営拡張のためで何ら問題ないと思いま

す。 

以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

それでは、６番、お願いします。 

○１１番（浦谷幸司君） １１番、浦谷です。６番の件について説明いたします。 

使用貸人は８８歳という高齢で、息子さんがおられまして、息子さんが後を継

いでやっておられましたけれども、水田だけは息子さんは何とかできるけれども、

畑のほうが任せないということで、一緒に手伝っておられました使用借人の弟さん

ですけども、この方が本格的に畑のほうをあずかってやっていくということで、一

応下限面積ゼロという形になっておりますが、面積が６反からありますので、一応

規模拡大ということで申請がでておりますので、何ら問題ないということで報告い

たします。 

 よろしくお願いします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

それでは、７番をお願いいたします。 

○１２番（志水武保君） １２番、志水です。 

この件につきましても相手方の要望と規模拡大ということで、何ら問題ないと

思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

それでは、８番をお願いいたします。 

○１４番（下川 安君） １４番の下川です。８番について説明をします。 

 譲渡人は労力不足ということ、譲受人は経営拡張による所有権移転という申請が

あがってます。場所は、新玉名駅近くのグッデイの裏側の農振内の農地です。許可

後は水稲をつくるという計画となっております。下限面積もクリアしておりますし、

機械の所有状況等々、申請は問題ないのかなというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 
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それでは、９番、お願いします。 

○２２番（小山久仁江君） ２２番、小山です。９番の案件について説明します。 

 譲渡人は労力不足、譲受人は経営拡張ということで、下限面積も問題なく、許可

相当と判断します。 

 以上です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

それでは、１０番、お願いします。 

○２３番（中島浩輔君） ２３番、中島です。 

譲渡人と譲受人は、この案件の土地の隣同士の所有であり、譲受人が以前、３

０年近くぐらい前、道路と同じ高さに地盛りをして宅地を建てられたので、譲渡人

の土地が日照不足とか水はけが悪かったりとか、いろいろ長年御迷惑をかけたとい

うこともありまして、売買という形で、金額がちょっとはってますけど、そのへん

をちょっと含めてあるのかなと思って、相手方の要望・規模拡大ということで、何

ら問題ないと思います。 

 以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございます。 

それでは、１１番、お願いします。 

○２９番（今上公男君） ２９番、今上です。１１番の案件について説明します。 

譲渡人は農業廃止、譲受人は隣接地取得ということで、認定農家でもありまし

て、下限面積も満たしており、許可相当と判断します。 

 以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

それでは、１２番、お願いします。 

○３０番（平本 博君） ３０番、平本です。１２番の案件について説明します。 

譲渡人は労力不足、譲受人は経営拡張、下限面積も満たしており、許可相当と

思います。 

 以上です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

それでは、１３番、お願いします。 

○３１番（永田眞一君） ３１番、永田です。１３番の案件について説明いたします。 

 譲渡人と譲受人は親子関係で、親から子への贈与です。何ら問題なく許可相当と

思います。 

以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 
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それでは、１４番、お願いいたします。 

○３３番（井本義和君） ３３番、井本です。 

 この件は孫への贈与ということでございます。何ら問題ないと思います。 

 １５番も説明します。 

 １５番の方も売られる方がもと立花という部落の出身の人で、こちらの買い手の

方は、水田が隣同士にあって、機械があまり入らないから、もし売るときはお願い

しますという形で話がついたそうです。この方は、その荒尾に行かれてる方が、両

親が他界して、こっちは結婚して荒尾のほうに行っておられるので、誰も住んでい

ないので、もう作る人がいないのでよかならば買ってくださいという形で話がつい

たそうです。何ら問題ないと思います。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 ただいま担当委員の説明が終わりました。 

 １番から１５番まで、何か御意見、御質問はございませんでしょうか。 

 はい、どうぞ。 

○１８番（取本一則君） １８番、取本ですが、１３番と１４番の子へ贈与と孫への贈

与を聞きたいんですけど、２番のほうも贈与なんですが、経営面積を２つ書いてあ

るんですけど、１３番と１４番は、これは住所がおられて、同一世帯だからこうい

う書き方をされたのかと思いますけど、譲渡人のお母さんが、７０４㎡子どもさん

に贈与されるということだけど、この９,２５４㎡というのは、子どもさんの経営

面積かお母さんのか、それともお母さんと子どもさんの合算した面積なのか、二段

書きしてないもんですから、お母さんが５,０００㎡ぐらい持っとって７０４㎡だ

け子にやんなはっとか、そこらあたりちょっとわからなかったもんですから、１３

番と１４番の二段書きしてなかった面積のことについて伺います。 

 事務局、お願いします。 

○議長（永田知博君） はい、事務局より答弁をお願いします。 

○主査（渡邉布由紀君） はい、事務局の渡邉です。今の質問に回答をさせていただき

ます。 

 まず、１３番、１４番のこの一緒になってる面積というのは、農家でみてますの

で合算した面積になっています。なので１３番からいくと譲渡人全員の合算の面積

ですので、今回７０４㎡も９,２５４㎡の中に含まれていることになります。 

○１８番（取本一則君） だから、お母さんはどしこ持っとんなはってから、お母さん

名義のもあるわけね。 

○主査（渡邉布由紀君） はい、そうです。 

○１８番（取本一則君） その中から７００㎡、お母さんはまだ残があるわけ。 
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○主査（渡邉布由紀君） 今回はお母さんはこの２筆のみです。 

○１８番（取本一則君） １筆のみ。 

○主査（渡邉布由紀君） ２筆ですね。 

○１８番（取本一則君） ２筆のみ。そすとお母さんはゼロになるわけね。 

○主査（渡邉布由紀君） はい、そうです。お母さんの名義はゼロですけれども。 

○１８番（取本一則君） そすとそんならその下のほうの１,１７０㎡は、これもばあ

ちゃんの面積がこの２筆で１,１７０㎡しかないわけ。 

○主査（渡邉布由紀君） ちょっとお待ちください。 

○１８番（取本一則君） 聞かんとわからんもんだけんね。二段書きにしてあっとしゃ

がね。 

○主査（渡邉布由紀君） そのとおりです。おばあさんの所有の分はこの２筆になりま

す。 

○１８番（取本一則君） そすともうどちらもゼロになんなはるわけね。 

○主査（渡邉布由紀君） はい、そうです。 

○１８番（取本一則君） はい、わかりました。 

○議長（永田知博君） はい、ほかにはございませんでしょうか。 

 ほかに御質問、御意見ないようでございますので、採決に移ります。 

 議第３０号、農地法第３条、農地の所有権移転及び使用収益権設定許可申請につ

いては、原案どおり許可することに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

異議がないものと認め、議第３０号については許可することに決定いたしまし

た。 

次に、議第３１号、農地法第５条、農地転用許可後の事業計画変更承認申請に

ついてを議題といたします。 

事務局より説明をお願いたします。 

○事務局次長（小山 博君） ５ページをお願いいたします。 

議第３１号、農地転用許可後の事業計画変更承認申請について。農地法第５条

第１項の規定による農地転用許可後の下記農地の事業計画変更承認申請について意

見決定するものとする。平成３０年６月５日提出、玉名市農業委員会会長、永田知

博。 

１番、申請物件が岩崎の畑４７９㎡で、個人住宅の転用目的であったところ、

共同住宅１棟の建設に計画変更するとのことで、次の議第３３号１番と関連がござ

います。 
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 ２番、申請物件が滑石の田６５１㎡で、当初とも個人住宅及び事務所兼倉庫とし

ての転用目的であったところ、今回、承継者が個人住宅及び貸露天資材置場に変更

するというもので、次の議第３３号６番と関連がございます。 

 以上２件、合計１,１３０㎡を御提案しております。 

 去る６月１日に地元委員同道の上、現地調査を行っております。 

よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

受付番号１番より、順次担当委員の説明をお願いいたします。 

１番、どうぞ。 

○５番（赤松繁之君） ５番、赤松です。１番の案件について説明いたします。 

 １番の案件は、議案書に書いてあるとおり、平成元年５月１１日に許可があった

もので、その後、資金面の折り合いがつかず今回の変更となったもので、場所は玉

名町小学校のグラウンドの西側で、岩崎公民館の西隣です。グラウンドと公民館の

間には市道が通っていて、建物は軽量鉄骨２階建てで、１ＬＤＫが４戸と２ＬＤＫ

２戸で合計６戸だそうです。それに駐車スペースが７、８台分確保、給排水は公共

の上下水道を利用し、雨水は雨水桝を設けて市道側溝へ放流ということで、周りに

農地もなく、現地調査の結果、許可相当と思われます。 

 以上です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 それでは、２番、お願いします。 

○２番（鶴田克士君） ２番の鶴田です。２番の案件についてお答えいたします。 

 これにも書いてありますように、平成２６年７月に承認をいただいておりますが、

承認をいただいておったときには、２分の１の土地の試算でございましたけれども、

その後協議離婚されまして工事が進まずにおりまして、最近財産分与が協議が整い

まして、奥さんが子どもを３人引き取って実家で両親と暮らしているそうです。と

ころが、子どもも大きくなるし家を建てたいということで、ここを財産分与として

土地をいただかれまして家を建てるということで、次の３３号の６番に関連してお

りますので、続けて説明をいたします。 

 そこに奥さんが家を建てるということで、場所的には５０１号線の新大橋から北

西のほうに４、５００ｍぐらいの土地でございます。そこは北と西は道路が通って

おりまして、東は畑でございます。南側は排水路が通っております。そこに家を建

てるということで、取水は市の水道を活用するということで、汚水は、雨水は浸透

により処理し、処理しきれないものに対しては浸透桝を付けて、浄化のうえ北側の
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側溝に排水するということでございます。生活雑排水及び汚水は合併槽を利用して、

処理を北側の側溝に排水するということでございます。地盛りは全然せんで道とか

わらないような状態でございますので、土砂の流出はないと思います。灌水を万が

一被害が生じた場合には、業者が自己の責任において補償するとともに、万全の防

除策を講じるということでございます。滑石の委員さんと現地調査をいたしました

結果、妥当と判断いたしますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 担当委員の説明が終わりました。何か御意見、御質問はございませんでしょうか。 

 はい、どうぞ。 

○１８番（取本一則君） 事務局、よかね。今のは３１号の議案の審議でしょうが。そ

れば今、３３号をずらーって言いなったたいな。そらね、３３号に関連してありま

すので、３３号のほうでまた詳しいことを説明しますというごたふうでうっとめと

きゃよかったい。事務局は止めなんたいそがんときは。 

○２番（鶴田克士君） もうあとで言うよりも関連してまｓので。 

○１８番（取本一則君） そがんこたでけんですたい。そんなら前のとき後ろんとばい

っぺん全部言うとよかっだけん、そがんこつするけんでけんもん。なあなあでやっ

ていくけん。ちゃんとこれ録音されとっとだけんね。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうも申し訳ありません。実際は３１号をただいま審議

中でございましたので、まず、３１号の１番と２番の説明を終えたということで、

御意見、御質問を伺っております。 

 今、取本委員のほうから御質疑ありましたのは、本当にちょっと勇み足的なとこ

ろもありましたけれども、今後そのようなことのないように注意いたします。 

 それでは、ほかに御意見、御質問はございませんでしょうか。 

（なしの声） 

○議長（永田知博君） 御質問もないようでございますので、採決に移ります。 

 議第３１号、農地法第５条、農地転用許可後の事業計画変更承認申請について、

原案どおり承認することに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

異議がないものと認め、議第３１号は承認することに決定しました。 

次に、議第３２号、農地法第４条、農地の転用許可申請についてを議題といた

します。 

事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局次長（小山 博君） ６ページをお願いいたします。 
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議第３２号、農地の転用許可申請について。農地法第４条第１項の規定による

下記農地の転用許可申請について意見決定するものとする。平成３０年６月５日提

出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

１番、申請物件が松木の田４７５㎡外１筆、１,１５８㎡で、転用目的は共同住

宅２棟としての申請です。農地区分は、都市計画法に規定する用途地域内の農地で、

第３種農地と判断しております。 

 以上１件、合計１,１５８㎡につきまして、申請内容を農地転用許可基準全ての

項目ごとに適合するか審査した結果、いずれも不都合のないものと判断し、御提案

しております。去る、６月１日に地元委員同道の上、現地調査も行っております。

よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

担当委員の説明をお願いいたします。 

１番、どうぞ。 

○５番（赤松繁之君） はい、５番、赤松です。１番について説明いたします。 

申請人は自分の土地に共同住宅２棟を建てるための申請で、場所は、松木の九

州電力玉名変電所の東側、菊池川の堤防の北側ですね。九州プラスチック工業の大

体南南東１００ｍぐらいのところです。西側と北側を市道が通り、東側は農地で南

側は排水路があります。周りをＬ型擁壁で囲み、盛土をして北側市道と同じ高さに

するということです。建物は木造２階建て２棟で、１２世帯分の駐車スペースが２

１台分です。給排水は公共の上下水道を利用し、雨水は雨水桝を設けて市道側溝へ

接続放流、建物は農地より、遠いところの内側に造るということで、農地側には駐

車スペースを設けるということで、現地調査の結果、許可相当と思われます。 

 なお、南側の排水路のほうには危険防止のためにフェンスを設置するということ

です。 

 以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 担当委員の説明が終わりました。御意見、御質問などはございませんでしょうか。 

(なしの声) 

○議長（永田知博君） 御意見、御質問もないようでございますので、採決に移ります。 

議第３２号、農地法第４条、農地の転用許可申請について、原案どおり承認す

ることに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 
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異議がないものと認め、議第３２号は承認することに決定しました。 

次に、議第３３号、農地法第５条、農地転用許可申請についてを議題といたし

ます。 

事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局次長（小山 博君） ７ページをお願いいたします。 

議第３３号、農地の転用許可申請について。農地法第５条第１項の規定による

下記農地の転用許可申請について意見決定するものとする。平成３０年６月５日提

出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

１番、申請物件が岩崎の畑４７９㎡で、転用目的は共同住宅１棟としての申請

です。先ほどの議第３１号１番と関連がございます。農地区分は、都市計画法に規

定する用途地域内の農地で第３種農地と判断しております。 

２番、申請物件が六田の田１８４㎡外１筆、２８６㎡で、転用目的は個人住宅

です。農地区分は、都市計画法に規定する用途地域内の農地で第３種農地と判断し

ております。 

３番、申請物件が築地の田２０６㎡で、転用目的が個人住宅です。農地区分は、

都市計画法に規定する用途地域内の農地で第３種農地と判断しております。 

８ページをお願いいたします。 

４番、申請物件が築地の畑８５㎡で、転用目的が駐車場です。農地区分は、都

市計画法に規定する用途区域内の農地で第３種農地と判断しております。 

５番、申請物件が山田の畑１０９㎡で、転用目的は個人住宅です。農地区分は、

都市計画法に規定する用途区域内の農地で第３種農地と判断しております。 

 ６番、申請物件が滑石の田６５１㎡で、転用目的は個人住宅及び貸露天資材置場

です。先ほどの議第３１号２番と関連がございます。農地区分は、農業公共投資の

対象となっていない生産性の低い農地で、第２種農地と判断し、ほかに適当な場所

がないものと判断をしております。 

７番、申請物件が滑石の畑２００㎡で、転用目的は個人住宅としての申請です。

農地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、第２種農地

と判断し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。 

 ９ページをお願いいたします。 

 ８番、申請物件が寺田の畑３５９㎡で、転用目的は資材置場としての申請です。

農地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、第２種農地

と判断し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。 

９番、申請物件が大倉の畑９６２㎡外３筆、計２,３６６㎡で、転用目的は太陽

光発電施設です。農地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農
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地で、第２種農地と判断し、ほかに適当な場所がないものと判断をしております。 

１０番、申請物件が石貫の畑５１６㎡外１筆、計５３２㎡で、転用目的は個人

住宅です。農地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、

第２種農地と判断し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。 

 １１番、申請物件が富尾の田４９９㎡で、転用目的は個人住宅です。農地区分は、

農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、第２種農地と判断し、ほ

かに適当な場所がないものと判断しております。 

 １２番、申請物件が横島町横島の田６５㎡で、転用目的は駐車場です。農地区分

はおおむね１０ｈａ以上の一団の農地内に所在する農地で、第１種農地と判断して

おります。第１種農地は原則不許可となるところですが、申請地の周辺において居

住するものの日常生活上、業務上必要な施設で、集落に接続して設置されるものと

して例外的に許可可能とするものです。 

 以上１２件、合計５,８３７㎡につきまして、申請内容を農地転用許可基準全て

の項目ごとに適合するか審査した結果、いずれも不都合がないものと判断し、御提

案しております。 

去る６月１日に地元委員同道の上、現地調査も行っております。よろしく御審

議をお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。受付番号１番より順次担当委員の説明をお願い

いたします。 

 なお、１２番につきましては、始末書が提出されておりますので、担当委員の説

明の前に事務局より始末書を読み上げます。 

 それでは、１番からどうぞ。 

○５番（赤松繁之君） はい、５番、赤松です。１番の案件は、先ほど説明しましたけ

どももう一回読んだほうがいいですかね。玉名町小のグラウンドの西側で、公民館

のすぐそばということですね。軽量鉄骨の２階建ての共同住宅を建設の予定という

ことです。給排水は公共の上下水道で、雨水は雨水桝を設けて市道側溝へ放流とい

うことです。現地調査の結果、何ら問題なく許可相当と思います。 

 続きまして、２番の案件について。 

 申請人はアパート住まいで、今回、父親の実家の近くに１戸建ての住宅をとの思

いでの申請です。場所は鮮ど市場玉名店の南側７、８０ｍぐらいのところで、都市

計画区域内の農地で、東側を市道が通り、ほかは農地です。周囲をブロックで囲み

８０㎝ぐらい盛土をします。建物は木造平屋建てで、駐車場は３台分です。給排水

は公共上下水道を利用し、雨水は雨水枡を設け道路側溝へ放流、周囲の農地にも十
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分配慮するとのことで、現地調査の結果、許可相当と思います。 

 続きまして、３番の案件、申請人は、借家住まいで、今回母親と同居するための

自己専用住宅を建設するための申請です。場所は、築山小学校の南側２００ｍぐら

いのところで、北と西側を市道が通り、東と南側は住宅で、特に造成をすることも

なく、土砂の流出を防ぐためのブロックで囲むだけだそうです。建物は木造２階建

てで、給排水は公共上下水道を利用し、雨水は雨水桝を設けて側溝へ放流、周りに

農地はなく、現地調査の結果、許可相当と思います。 

 続きまして、４番の案件、申請人は、同地域でお寺と保育園を経営しております

が、経営の多角化を考えて、今回、３台分の駐車場を経営するための申請です。場

所は、ナフコ玉名店の北側１００ｍぐらいのところです。南と西側は住宅、北と東

側は申請人の所有地で、南側は住宅と申請人の所有地の間には入り込み通路があり、

駐車場への出入りはこれを利用するそうです。駐車場は境にブロックを設け砂利敷

きにし、駐車場なので給排水は関係なく、雨水は自然浸透だそうで、現地調査の結

果、許可相当と思います。 

 続きまして、５番に入ります。 

 申請人は、市内のアパート住まいで、子どもが４人いて手狭になり、個人住宅を

建設するための申請だそうです。事業面積は２８０.６㎡で、内１０９㎡が転用面

積だそうです。あとは宅地だったそうです。場所は、築山小学校から東へ２００ｍ

ぐらいのところで、スーパーロッキー玉名中央店の南東２０ｍぐらいのところです。

北と南側を市道、西側を里道が通り、東側は住宅です。土地が南下がりの傾斜地に

なっているために、南側にコンクリート壁を設置し、盛土をして土砂の流出を防ぐ

そうです。建物は木造２階建てで、駐車場が２台分のスペースをとるそうです。給

排水は公共の上下水道を利用し、雨水は雨水桝を設けて北側道路側溝へ接続、放流

だそうです。現地調査の結果、許可相当と思います。 

 以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

１番から５番までお疲れさまでした。 

 それでは、６番、お願いいたします。 

○２番（鶴田克士君） 先ほど先走って失礼しました。６番の案件について再度御説明

申し上げます。 

 先ほど協議離婚されまして、財産分与が整ったということで、奥さんが２分の１、

御主人が２分の１ということで、奥さんがその土地を所有されるようになりまして、

両親と共に生活されておりましたが、家が狭くなったということで、じゃあそこの

土地に家を建てたいということで申請されております。先ほど言いましたように、
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場所的には５０１号線の大浜の橋より北西の方向に４、５００ｍぐらいの場所でご

ざいます。 

 そこの道路状況といたしましては、北・西は市道が通っておりまして、南側は排

水路になっております。東側は畑でございます。そこに土地がちょっと広く６５０

㎡てしてありますけれども、奥さんのお父さんが大工さんということで、資材置場

に利用するということでございまして、前回も許可を得ているということでござい

ますので、面積の問題はないかと思われます。 

 ７番は、今言った場所より４、５０ｍぐらいのところでございまして、道路状況

といたしましては、北・東・南が道路でございます。西側が畑ということでござい

まして、おじさんと同居しておりましたところ、家を建てたいということでおじさ

んの土地がそこに、それがおじさんの土地だったということで、おじさんの土地に

家を建てるということでございます。用水は水道市水を使われるということでござ

います。雨水、地下浸透により処理された分に関しては、水道課の許可のうえ、北

側の側溝に排水いたしますということでございます。生活排水及び汚水は合併浄化

槽を利用して、北側のほうに排出するということでございます。 

 近所にも迷惑がかからないようでございましたので、許可相当と判断いたしまし

た。 

 以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、８番、お願いします。 

○１３番（森川正志君） １３番、森川です。この案件について説明します。 

 譲渡人を２人出してありますけれども、大体この方が親父さんが亡くなられまし

て、もう誰もそこをみる者がいなくなって、今回の譲りたいということで、やっと

見つかったのが今回の譲受人さんなんです。基礎工事をこれからやるということで

すので、採石とか砂利、パネルなどの資材を置く場所にするということで、東側の

里道を挟んで、蓋のない側溝は通っておりますので、雨水なんかはそちらのほうに

流すということです。 

 続きまして、９番の案件ですけれども、これは太陽光発電施設で売電ということ

です。ここの土地が現地を見ましたところ、とにかく急な斜面なんです。それで、

そこには北のほうに、これもまた区の道路が通っておりますけれども、そこにまた

土砂が流れ込まないように、砂防桝を両サイドに２個ずつ絶対付けてくれという要

望を出しております。それが「はい」ということでしたので、これも許可相当だと

思います。 

 以上です。 
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○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、１０番、１１番は同一委員さんでございますので、続けてお願いいた

します。 

○１８番（取本一則君） はい、１８番、取本です。 

 申請者は現在、玉名市の現在この申請地から車で５分ぐらいのところのアパート

に親子４人で暮らしておられますが、子どもさんも少し大きくなって、今のアパー

トではちょっと手狭ということで、ここの石貫の土地を取得される予定でございま

す。 

 現在は北側については既に宅地になっておりまして、宅地との境界で構造物が入

っております。東側と南側はずっと裏に里道が入っておりまして、そこにも構造物

がずっと入っております。西側につきましては、前面が玉名市の市道の道路でござ

いまして、その道路には上水道が埋設されておりまして、この宅地が現在、この市

道の面よりも少し高いぐらいで、この土地の造成はあんまり必要ないということで

ございます。 

 給水につきましては、その上水道からとりまして、家庭内雑排水につきましては

合併浄化槽で処理し、前面の市道の側溝に排出すると、流すということで、現地確

認を行いましたが、何ら問題なく許可相当と判断いたしております。 

 次の１１番でございますが、この土地につきましては、現在、申請人は玉東に住

んでおりますけど、その奥さんがここの石貫の富尾、奥さんのお母さんが富尾出身

でございまして、そのお母さんの土地をこの人が譲り受ける、旦那さんが譲り受け

るということでの申請でございます。 

 北側につきましては、前面が市道敷きでございまして、東と南と北が農地に囲ま

れております。市道の反対側には大きい排水路が、小岱山の酪農団地のほうから流

れてきております大きい三方張りの水路が大きく流れておりまして、そういう状態

のところです。ここにつきましては、実際の宅地、この申請地の土地と隣との境界

からは、１ｍ弱ぐらいに逃げまして、隣に迷惑がかからないように境界をちょっと

下げて造成をするということのようでございます。全部三方張りで擁壁で囲みまし

て、現在の前面の北側の市道よりも５０㎝ぐらい盛土して、隣接の農地には土砂が

流出しないような処置をするということでございます。建物につきましては平屋建

てでございまして、前面の給水につきましては、前面に市道に上水道が入っており

ますので、そこから引き込みをして造る。また、雑排水については、合併処理浄化

槽を設置しまして、市道を横断しまして前面の水路に放流するということでござい

ます。先ほども言いましたけど、周りの農地のほうには、そういう土砂等が入らな

いような構造物でおさえて、雨水については全面に、全部に地下浸透桝を付けて処
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理するということで、これにつきましても現地調査を行いましたけど、何の問題な

く許可相当と判断しております。 

 以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、ここで１２番につきましては、担当委員の説明の前に事務局より始末

書を読み上げますので、よろしくお願いいたします。 

○参事（松倉 司君） ― １２番の案件について始末書朗読 ― 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、１２番、お願いいたします。 

○２８番（宇佐勝則君） ２８番、宇佐です。１２番の件について説明します。 

 申請人は個人住宅用駐車場ということです。住宅の西側に車３台の駐車場を造ら

れておられます。周りをブロックで設置して、土砂の流出がないようにされており

ます。そこに山砂を盛り、雨水は自然浸透、現地調査の上、問題なく、許可相当と

思います。 

 終わります。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

ただいま１番から１２番まで説明が終わりました。 

何か御意見、御質問などはございませんか。 

 はい、どうぞ。 

○３番（清田順次君） ちょっと４番の案件で御質問をいたしますが、介在畑となっと

るということは、１回これは農地転用かなんか出とるということですか。 

○議長（永田知博君） 事務局、どうぞ。 

○参事（松倉 司君） 事務局の松倉です。今の御意見のとおり介在畑となっておりま

して、もしかしたら農地転用がでているんじゃないかというところで私もちょっと

お調べしたんですけれども、ちょっと古いものじゃないかと思って、ちょっと見つ

けきらなかったというのが現状で、可能性はあるかもしれないということです。 

○３番（清田順次君） この場合、事業変更承認というふうなのは必要なかですか。 

○参事（松倉 司君） 委員の御意見のとおり、それが許可が確認ができたら事業計画

変更申請ですかね、それも一緒に出してもらうということになります。 

○３番（清田順次君） ならわからんならこのままでよかと。 

○参事（松倉 司君） そこはちょっと。 

○３番（清田順次君） よかとかい。よかとか悪かとかて聞きよっだけの話。 

○参事（松倉 司君） そうですね、確認しなければわかりません。 

○３番（清田順次君） しょんなかと。 
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○参事（松倉 司君） しょうがないともちょっと言えないんですけど。 

○議長（永田知博君） これは現在、現況は畑に変更してあっとだろ。 

○３番（清田順次君） 介在畑だけんね、１回出とっとだろうとは思う。 

○議長（永田知博君） 清田委員それでよかですか、今の。 

○３番（清田順次君） そらあ本来なら事業変更届ば出さにゃいかんとでしょうたい。

そっでよかっですかて聞きよっとだけん。ただそがしこです。 

○議長（永田知博君） 事務局は今のに対して今後何か対応の策かなんか。 

○参事（松倉 司君） お調べして確認をします。 

○議長（永田知博君） 確認してお知らせしますのでよろしいですか。 

○３番（清田順次君） それで審査ば今日すっとでっしょたいて。そがんとはさるっと。 

変更承認が必要じゃなかとて言いよったい。それば承認が出とらんとになら審議ば

すっとですかて言いよっとだけん。必要ならば変更承認が申請を出さにゃいかんと

でしょうと言いよっとだけん私は。ただそがしこです。だけん何も問題なかていう

なら、出されんていうならよかと、もう出らんていうなら、出さんでよかていうな

ら。 

○１８番（取本一則君） ちょっといいですか。 

○議長（永田知博君） はい、どうぞ。 

○１８番（取本一則君） この現況は宅地みたいになっとるわけ、事務局。現況は宅地

みたいになっとるわけ。これも疑問。 

○参事（松倉 司君） 現況は周りがもう。 

○１８番（取本一則君） この土地だ。 

○参事（松倉 司君） 土地がですね、畑て書いてありますけども。 

○１８番（取本一則君） 現況だ現況だ。 

○参事（松倉 司君） 見た感じは近いです。 

○１８番（取本一則君） それで、今、委員さんが言うとんなっとは、そがん状態にな

っとって、介在田のごたっふうになって、介在田ていうのは現況宅地並み課税かな

んかになっとっとね。 

○参事（松倉 司君） はい、なっております。 

○１８番（取本一則君） なっとる。なら転用の出とる可能性はあったいな。 

○参事（松倉 司君） はい。私も調べられるだけ調べたんですけど、ちょっと見つけ

きらなかったというのは、もうちょっと調べ足りないところもあるかもしれないで

すけども。 

○１８番（取本一則君） 委員さんが言いよんなっとは、してあんならね、事業計画変

更ばしてからね、こっちに上げるとが普通じゃなかろかて言いよんなっとだけんが。
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俺もあんまきつかことは言おうごんなかばってんたい、これだけ１件ね、保留しと

って、来月のね、７月の委員会にね、その間１カ月間見つけてたい。すみません、

手を挙げていますからいいます。この申請を持ってこられたのは代書人かなんかね。 

○参事（松倉 司君） はい、代書人さんです。 

○１８番（取本一則君） 代書人の人だけん、この本人さんがいつか出したつは知っと

んなって思うとよね。この土地持ちが、もしも申請を出しとんなはんなら。その２

０年も３０年も前ならね、わからんかもしれんばってん、１０年か何年か前ぐらい

ならね。 

○参事（松倉 司君） 平成元年にできた耕作台帳、農地台帳を見たんですけども、そ

こにも載ってなくですね。 

○１８番（取本一則君） 元年がなかった。 

○議長（永田知博君） ちょっと現地確認された赤松氏のほうから発言があります。 

○５番（赤松繁之君） 現地確認した結果、大体畑じゃあるけど竹が植わって、なんで

すかね、原野ごたる形になりよるごたっ状態なんですよ。だけんそれば今、その竹

の生えとるままじゃいかんけんていうことで、ユンボで押しならしてあったけんが、

なんかどっちかていうと宅地んごた形に見えるばってんが、状況としてはそういう

状況でした 

○議長（永田知博君） それでは、今の件につきまして、４番につきましては、再度調

査して、次回の総会の席で説明をいたしますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、議第３３号、農地法第５条、農地の転用許可申請について。この４番、

これは一応次回の総会の時点で説明をするということで、異議がない方は挙手をお

願いいたします。 

(なしの声) 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 異議がないものと認め、議第３３号については、原案どおり決定いたしました。 

 それでは、次に、議第３４号、農用地利用集積計画の決定についてを議題といた

します。 

 事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局次長（小山 博君） １１ページをお願いいたします。 

議第３４号、農用地利用集積計画の決定について。農業経営基盤強化促進法第

１８条第１項の規定による農用地利用集積計画について、次のとおり決定する。平

成３０年６月５日提出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

次の１２ページから１３ページの総括表、１４ページから２５ページまでの集

計表のとおり、玉名市長より意見を求められております。今回は所有権移転が１１
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件、３９,４０４㎡、利用権設定が１２６件、４１０,０５３㎡、合計１３７件、４

４９,４５７㎡の集積で、いずれも農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要

件を満たしているものと判断し、御提案しております。よろしく御審議をお願いい

たします。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

農用地利用集積計画の決定について、今、事務局からの説明が終わりました。

何か皆さんより御意見、御質問などはございませんでしょうか。 

(なしの声) 

○議長（永田知博君） 御意見、御質問もないようでございますので、議第３４号、農

用地利用集積計画の決定について、原案どおり決定することに異議のない方は挙手

をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

異議がないものと認め、議第３４号については、原案どおり決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．報 告 

○議長（永田知博君） 次に、報告第１７号、１８号について、事務局より説明をお願

いいたします。 

○事務局次長（小山 博君） ２６ページをお願いいたします。 

報告第１７号、農地の賃貸借及び使用貸借解約通知書について。農法第１８条

第６項の規定による合意解約及び農地使用貸借解約が成立した旨の通知を受理した

ので報告します。平成３０年６月５日提出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

今回、２６ページから３２ページまでの２４件、合計９３,８２７㎡の解約通知

を受理しております。 

続きまして、３３ページをお願いします。 

報告第１８号、農地の形状変更届について。下記農地の形状変更届がありまし

たので報告します。平成３０年６月５日提出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

今回３件、合計３,１６６㎡の届出を受理しております。 

 以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

ただいま報告第１７号、１８号について事務局より説明がございました。皆さ

ん、何か御質問はございませんでしょうか。 

(なしの声) 

○議長（永田知博君） 御意見も御質問もないようでございますので、本日予定してお
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りました議案審議と報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．その他 

○議長（永田知博君） その他に移りますけれども、皆さんより何か御意見、御質問は

ございませんか。はい、どうぞ。 

○３番（清田順次君） ３番、清田でございますが、先般の５月の総会時、違法転用と

かそういうふうな問題の改善提案というふうな意味で提案をいたしましたが、その

後、具体的な取り組みというふうな部分で事務局にお尋ねをいたしますが、進行状

況はどのようになっておりますか。お尋ねをお願いいたします。 

○参事（松倉 司君） 事務局の松倉です。先月の総会で清田委員さんからの提案があ

った件ですけれども、総会後、税務課の固定資産税係のほうとお話をしようとした

んですけど、固定資産のほうがどうしても出てこないんでですね、まだちょっと忙

しいということで、今のところは話をまだしてない状態です。担当とちょっとお話

を私もしたんですけども、システム的にできるかどうかとか、実際、今、登記地目

が農地になっていて、課税地目が宅地になっているというやつのあたりもどんなや

つがあるかですね、１筆全部無断転用になっているやつと、部分的になっているや

つで、どうしてもまだ見つけきれないやつもあるということを、そういう話をした

んですけども、まだ具体的な話はしてないという状況です。 

 以上です。 

○３番（清田順次君） まだ何も進んどらんということね、基本的には。 

○参事（松倉 司君） 正式な話は、はい、担当の間で話をしております。 

○３番（清田順次君） わかりました。 

○議長（永田知博君） はい、よろしいですか。 

○３番（清田順次君） いいですよ。 

○議長（永田知博君） ほかにも何かございましたら。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

５．閉 会 

○議長（永田知博君） それでは、慎重なる御審議まことにありがとうございました。 

これをもちまして第６回農業委員会総会を閉会いたします。 

 お疲れさまでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉 会 午後３時１５分 
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以上のとおり、会議の次第を記載し、その相違ないことを証するためここに署名捺印す

る。 

平成３０年６月５日 
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